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→道教委作成資料２： 参考資料」Ｐ２９０参照「

→事例５（Ｐ２４）参照

→道教委作成資料２： 参考資料」Ｐ２９０参照「

→事例６（Ｐ２５）参照

→道教委作成資料３： 参考資料」Ｐ２９１参照「

→事例７（Ｐ２６）参照

→事例８（Ｐ２７）参照
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【本時の目標】
いろいろな事象の中の２つの数量の変化や対応を

捉え、１次関数を用いて問題を解くことができる。

＝本時の展開（１０／１０）＝
留意点と評価生徒の学習活動・教師の働きかけ

復 ◆復習プリントに取り組む 2 ： Ａ さ
習 ・３種類の中から生徒がプリントを選 んへの個別

。択して取り組む。 指導を行う
◆一次関数を用いて答えを見付けよう

見
通 1 ： 全 体
す を見ながら

個別指導を
行う。

2 ： Ａ さ
んとＢさん
に対し、問
題２を用い
て一次関数
の理解を深
める個別指
導を行う。

考 ◆自力解決に取り組む。
え ◆考え方を交流する。
る ・同じ問題を選択した者同士が集ま
・ り、考え方を交流する。
深
め
る 努力を要
・ すると判断
ま さ れ た 場
と 合、表作成
め 用紙をわた
る し、事象に

見られる２
振 ◆交流したことを発表する。 つの数量を
り ・問題ごとに、解決方法を紹介する。 表にあらわ
返 ◆本時を振り返る。 すようにす
る ・生徒が自己評価を行う。 る。

問題１
１辺が３ のタ

イルを次のように積
み上げていく。段数
が増えると変わる数
量を探し、６段の時
の値を求めよう。

問題２
１分間に、５㍑の

水をくみ出せる電動
ポンプを使って30㍑
の水が入った水槽か
ら水をくみ出す時、
3分30秒で何㍑くみ
出せるか求めよう。

問題３
気温は、地表から

約１万㍍までは、千
㍍高くなるごとに約
６度ずつ下がりま
す。Ａさんは、奥穂
高岳（標高3190m）
のふもとにある気温
16度の上高地(1500
m）にいます。奥穂
高岳の気温は何度と
予想されますか。

問題４
下のグラフは、線

香に火を付けてから
の時間 分と長さ

の関係を調べた
結果です。この線香
は１分間に何 短
くなっていますか。
( )

15

）30(分

交流の視点
【発表者】
① 事象のどの数量に着目したか。

問題を解くために、何を用いたか。②
、 。③ 解答の過程を説明し 発表する

【聞く人】
○ 自分との相違を考えながら聞く。
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目的や課題 目的を明確に
に応じて、聞 して、要点を簡 ○ 重要な語句や柱
き取った内容 潔に捉え、箇条 ① 内容や形式を となる内容を見出
をわかりやす 書きにするなど 工夫してメモを しとしたり、中心
くメモにとる の具体的な言語 取ること。 分を取り出して要
ことに課題が 活動を充実さ 約する。時間軸を 第４学年１．教材名
ある（Ａ６） せ、メモのとり ② 目的や課題に 中心としたメモの 「昔のことを調べよう」

方についての理 応じてメモを活 構成や書体の強調
２．教材の目標解の定着を図 用する。 などの方法。

る。 昔のことを調べ、調べた
○ メモをどのよう ことをよくわかるように内
に活用するか計画 容を整理して作文を書く
段階で見通しをも

３．指導計画ち、目的を明確に
教材文を読み、学習のめあしてメモを取る。 ①

、 。てを理解させ 見通しをもつ
○ 様々な学習活動 ② 作文例を読み、作文の組
の中で、メモを取 立を考える。接続語や文末
る場面を意図的に 表現などに着目させる。
設定したり、メモ ③ テーマを決め、調べ学習
を取ることを奨励 の計画を立てる。
したりする。 ④ 調べ学習やインタビュー

などをとおして必要な情報
を集める。

同音異義語 漢字を書くこ
や類似した字 との指導におい ① 文脈に合わせ ① 漢字が果たして
形などを区別 ては、文脈の中 て適切に漢字を いる役割や働きを
して的確に使 で活用すること 使う。 おさえる。
う力が身に付 で同音異義語や ② 語彙力を高め ② 学習した漢字が 第５材学年１．教材名
いていない。 類似した字形な る。 日常生活の中で、 「和語・漢語・外来語」

２．教材の目標（Ａ１二） どを区別して的 ③ 漢字辞典を活 どのように使われ
確に使えるよう 用する習慣を身 ているかを調べ 和語・漢語・外来語の由来
にしていく。 に付ける。 る。 と特質を理解する。

３．本時の展開④ 正しい字形や ③ 手元に辞書を置
筆順を理解する き、積極的に使え ① 学習課題を確認する。。

るようにする。 ② 前時にまとめた和語・漢
④ 毛筆および硬筆 語・外来語の由来と特質を
の書写指導の中 振り返る。
で、字形や筆順な ③ 似た意味の和語・漢語・
どを確認する。 外来語の漢字や使い方の違

いを話し合う。

作文を書くことを前提に、

必要とする情報はどのような

ものか、計画段階で見通しを

もたせる。

分析により明らかになった課題と

育成する資質・能力との関連性を十

分に考慮し、具体的な改善に向けた

指導方法を考えます。
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【事例７～実生活における事象との関連を図り、身近な素材を用いた学習を展開します。】

＜学習意欲の向上を図る指導計画の工夫＞
○ 単元の指導計画において、単元全体を通した課題を設定したり、単元を振り返る時間
を意図的に設定したりすることによって、児童一人一人がめあてや見通しをもって主体
的に学習することができるようにしています。

実践提案
＜提言２から＞ ■学習と日常生活のつながりを意識する■

◆◆ 取組の特徴 ◆◆
本実践は、児童が主体的に学習に取り組むことができるよう、実生活における事

象を取り上げ、児童が身に付けた学習内容を最大限に活用する工夫をしています。
また、児童が自らの学びの成果を継続させることができるような工夫をしています。

■第４学年(特別支援学級) 算数科「たし算のひっ算」全４時間 １人

目 標 時間 主な学習活動 ※支援 ◆評価
・社会科見学の買い物体験 １ ○学習課題をつかむ。
に向けて、買い物ゲーム
をする。

○手持ちの金額を当日と同じ、３００ ※チェック表を活用し、残金
円に設定し、買えるだけ買う活動を を意識させる。
繰り返し行う。

・答えが１０を超えるたし １ ○数の大小を比較する。（１から１０）◆【知識・理解】
算ができる。 ・１０の補数を考える。 補数を考え、答えが１０

・２つの数の合計を出す。 を超えるたし算ができる。

社会見学の実施…実体験

○学習課題をつかむ。

ひっ算を使って「買い物ゲーム」をしよう

○ひっ算の書き表し方を身に付ける。
・トランプを使って、１０を超える
足し算の計算方法をゲーム感覚で
学習する。

社会見学で、自分一人で買い物をしよう。

子供一人一人の学習意欲を
持続するため、学習課題を設
定するとともに、算数科の指
導計画を見直し、社会科(実体
験)との関連を図っている。

教師は、子どもの変容
から、指導計画の重要
性を再認識し、各教科、
道徳、総合的な学習の
時間、特別活動との関
連を明確にするなど、
指導計画の改善・充実
に努めるようになった。

■第５学年 総合的な学習の時間「ボランティア新聞を作ろう」全２０時間 ５人

学習段階 時間 主な学習活動
２ ○講師の話をもとに、自分の課題と単元全体の計画を立て、見通

課題の設定 しをもつとともに、自分の追究方法を考える。

課題の追究 ６ ○自分のテーマについて、体験を通して、研究していく。

課題の発展 ２ ○これまでの追究活動を交流し、新聞作りの見通しをもつとと
もに、新聞作りの方法を知る。

７ ○体験してわかったことや感じたこと、考えたことなどを振り
返り、新聞にまとめる。

２ ○完成した新聞を発表し、お互いに感想を交流する。
学習の振り返り

○単元の学習全体を振り返り、これからの生活や次の単元の学習
１ に生かすことを考える。

単元の導入に、
学習の見通しをも
たせ、単元の最後
に、子ども一人一
人が単元の学習内
容や学習方法を振
り返るなどして、
自分の育ちを実感
できるようにして
いる。

・点字や手話で話す。 ・施設を訪問する。
・お年寄りから昔の遊びを教えてもらう。等

釧路管内鶴居村立幌呂小学校（小規模）
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【事例８～児童生徒の興味・関心を生かした学習指導を展開します。】

＜子どもたちの興味・関心を高め、学習意欲を高める導入の工夫＞
道徳の時間の導入においては、主題に対する子どもの興味や関心を高め、ねらいの根底

にある道徳的価値の自覚に向けて動機付けを行うことが必要である。本校では、図１にあ
るように、生活経験や共通体験の想起など、主題にかかわる問題意識をもたせる導入や資
料の内容に興味・関心をもたせる導入の工夫を行うことにより、道徳的価値に迫ろうとす
る子どもの姿がみられるようになった。実践事例１では、命を大切にする授業の導入に当
たり、聴診器で子どもたちが、自分の心臓の音を実際に聴き、五感を通して、自分の命に
気付き、道徳的価値の自覚への動機付けを行っている。

実践提案
＜提言２から＞ ■学習と日常生活のつながりを意識する■

◆◆ 取組の特徴 ◆◆
本実践は、学習のねらいに迫る子どもの問題意識をもたせる導入の工夫をしてい

ます。また、五感を通して、実感をともないながら身に付けた知識・技能等を自分
なりに活用することができるような工夫をしています。

【実践事例１】（第１学年）
◇ 内容項目 「生きることを喜び、生命を大切にする心をもつ」３ー（２）
◇ 資 料 名 「ふしぎなおと」
◇ ね ら い 自分の中にある命に気付き、生きている喜びを感じさせることで、命を大切にする

心情を育てる。
◇ 展 開

児 童 の 思 考 ・ 活 動

つ ○録音された心臓の音を聴く。
・何の音だろう。

か ・不思議な音だなあ。
・心臓の音？

む ○聴診器で自分の心臓の音を聴き、感じたことを発表する。
・不思議な感じがする。
・音が大きくてびっくりした。

・心臓が動いていたよ。

心臓が動いていることを実感し、自分の中に
ある命に気付かせるため、一人一人に聴診器で
心臓の音を聴かせ、価値への方向付けを図る。

体験を生かした導入を工夫し、
ねらいとする価値への方向付け
を行っています。

〔授業展開〕
自分の心臓の音を聴診器で聴く活動を取り入れ、自分の体にある命に気付かせることで、

本時の学習に対する意欲を高めることができるであろう。

聴診器を使い、自分の心臓の音を聴く体験を通して、自分の体にも命があることを気付
かせるとともに、生きている喜びを感じさせる。

具体的な手立て

図１【導入の工夫と配慮事項】

道徳的価値の自覚への動機付けにつながる導入の工夫 配 慮 事 項

○生活経験や共通の体験(学校行事など)を想起させる。 ・単なるゲーム感覚、クイズ
○アンケートの結果を提示する。 感覚に流れてしまわないよ

うに注意する必要がある。
○写真、実物、ビデオなどによって、五感を通して考える。・あまり時間をかけず、自由

な発想で行う。
○児童の作文、地域の方の声など、身近な話題を提示する。
○教師の思いを語る。

胆振管内登別市立幌別小学校（中規模）


